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安来市の人口と世帯数　　 　平成27年7月31日現在

人　口 ･･･男19,390人　 女21,150人　 合計40,540人

世帯数･･･14,157 世帯　



今月の表紙 

最近の主な動きを

お伝えします市政トピックス

　

安
来
・
松
江
・
出
雲
・
米
子
・
境

港
市
の
５
市
で
構
成
す
る
中
海
・
宍

道
湖
・
大
山
圏
域
市
長
会
（
会
長
・

松
浦
正
敬
松
江
市
長
）
が
、
広
域
連

携
に
よ
る
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
を

策
定
し
７
月
31
日
、
石
破
茂
地
方
創

生
担
当
相
に
説
明
し
ま
し
た
。

　

戦
略
で
は
、
圏
域
人
口
60
万
人
の

維
持
を
基
本
目
標
と
し
、
施
策
と
し

て
、
産
業
・
交
通
・
居
住
・
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
４
点
に
つ
い
て
明
記
。
安
来

市
の
特
殊
鋼
技
術
を
生
か
し
た
企
業

誘
致
な
ど
各
市
や
圏
域
の
特
色
を
盛

り
込
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
長
会
で
は
、
県
境
を
越
え
た
広

域
連
携
で
の
取
り
組
み
を
、
さ
ら
に

進
め
る
考
え
で
す
。

　

安
来
市
で
活
動
す
る
結
婚
相
談
員

の
委
嘱
式
を
７
月
12
日
、
和
鋼
博
物

館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

近
藤
市
長
が
委
嘱
状
を
交
付
し
、

市
の
結
婚
相
談
員
は
、
新
た
に
８
人

が
加
わ
り
10
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
委
嘱
式
に
あ
わ
せ
「
し
ま
ね

縁
結
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
」が
、

結
婚
相
談
員
で
構
成
す
る
「
安
来
は

ぴ
こ
会
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。「
は

ぴ
こ
」
と
は
、「
は
っ
ぴ
ぃ
こ
ー
で
ぃ

ね
ー
た
ー
」
の
通
称
で
、
県
内
各
地

区
で
結
婚
を
望
む
独
身
男
女
の
相
談

に
無
料
で
応
じ
て
い
ま
す
。
安
来
市

で
は
、
縁
結
び
相
談
「
は
ぴ
こ
交
流

サ
ロ
ン
」
を
毎
月
２
回
開
催
し
て
い

ま
す
。
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●
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
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」（
別
刷
り
）　

　
　

９
月
の
行
事
・
日
曜
日
・
祝
日
診
療　

な
ど

　水田に足を取られ “泥しぶき” を上
げながら繰り広げられたどろんこバ
レー。泥まみれになればなるほどなぜ
かみんな笑顔です。
・撮影日　７月 26 日
・撮影場所 荒島町

（あらしまこーふんふぇすた）

「しぶきをあげて熱戦」

広報やすぎ　2015年９月

中海・宍道湖・大山圏域市長会
県境を越え総合戦略を策定

左
か
ら
中
村
勝
治
境
港
市
長
、
近
藤

市
長
、
松
浦
松
江
市
長
、
石
破
大
臣
。

※
は
ぴ
こ
交
流
サ
ロ
ン
の
開
催
日
時

な
ど
は
、
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
定
住

企
画
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

定
住
企
画
課　

℡
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３
０
５
９

「安来はぴこ会」立ち上げ
結婚相談員が 10 人に

２



　

平
成
28
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
（
高
校
総
体
）
が
安
来
市

で
開
催
さ
れ
る
の
を
受
け
、
７
月
１

日
に
実
行
委
員
会
の
設
立
総
会
が
開

れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
高
校
総
体
は
中
国
５

県
で
行
わ
れ
、
安
来
市
で
は
テ
ニ
ス

（
硬
式
）
競
技
の
会
場
と
な
り
ま
す
。

　

一
回
目
の
委
員
会
で
は
、
役
員
の

選
任
が
あ
っ
た
ほ
か
、
大
会
の
概
要

や
事
業
計
画
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
大
会
は
、
平
成
28
年
８
月
２

日
・
５
日
・
６
日
（
３
日
間
）
に
安

来
運
動
公
園
で
開
か
れ
ま
す
。

　

７
月
28
日
か
ら
20
％
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
「
安
来
市
家
族
ふ
れ
あ
い
商
品

券
」
の
予
約
販
売
が
始
ま
り
ま
し
た
。

販
売
窓
口
と
な
っ
た
安
来
郵
便
局
で

は
、
営
業
開
始
の
９
時
を
過
ぎ
る
と

引
換
券
を
持
っ
た
人
が
次
々
と
訪
れ
、

商
品
券
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

同
商
品
券
は
、
地
方
創
生
を
進
め

る
た
め
に
国
が
創
設
し
た
交
付
金
を

活
用
し
た
取
り
組
み
。
安
来
市
で
は
、

額
面
千
円
の
商
品
券
が
12
枚
１
セ
ッ

ト
（
１
万
２
千
円
分
）
と
な
っ
た
も

の
を
一
万
円
で
販
売
。
使
用
期
限
は

10
月
31
日
で
、
市
内
の
約
３
６
０
店

（
８
月
４
日
現
在
）で
使
用
で
き
ま
す
。

※
「
家
族
ふ
れ
あ
い
商
品
券
」
の
直

接
販
売
を
８
月
29
日
・
30
日
に
実
施

し
ま
す
。
詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

戦
国
時
代
に
関
す
る
研
究
で
知
ら

れ
る
歴
史
学
者
で
、
静
岡
大
学
名
誉

教
授
・
小
和
田
哲
男
氏
を
招
い
た
講

演
会｢

月
山
富
田
城
の
魅
力｣

を
７

月
19
日
、
広
瀬
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

小
和
田
氏
は
、
旅
行
雑
誌｢

旅
の

手
帖｣

の
企
画
「
に
っ
ぽ
ん
の
城

Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
20
」
で
、
月
山
富
田
城
を

国
内
の
城
の
第
３
位
に
選
出
す
る
な

ど
、
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
富
田
城
の
魅
力
を
、

①
尼
子
時
代
の
戦
国
の
城
と
堀
尾
時

代
の
近
世
の
城
が
共
存
し
て
い
る
こ

と
、
②
大
小
多
数
の
曲く

る

輪わ

（
土
塁
、

石
垣
、
堀
な
ど
で
区
画
し
た
区
域
）

や
、
自
然
の
地
形
を
巧
み
に
生
か
し

た
縄
張
な
ど
廃
城
時
の
遺
構
が
そ
の

ま
ま
残
っ
て
い
る
こ
と
、③
尼
子
氏
、

毛
利
氏
、
大
内
氏
な
ど
が
覇
権
を

争
っ
た
戦
国
合
戦
史
の
主
要
な
舞
台

と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
３
つ
に
分
け

て
紹
介
。
昔
か
ら
当
地
へ
何
度
も
足

を
運
ん
だ
と
言
う
小
和
田
氏
は
、「
戦

国
大
名
の
栄
枯
盛
衰
を
見
て
き
た

城
。
城
跡
に
残
る
戦
国
ロ
マ
ン
に
想

像
を
巡
ら
し
て
見
る
の
が
楽
し
い
」

と
語
り
ま
し
た
。

　

講
演
の
前
に
は
文
化
課
職
員
か
ら

平
成
25
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
月

山
富
田
城
の
発
掘
報
告
と
、
平
成
27

年
か
ら
５
年
を
か
け
て
行
う
富
田
城

跡
の
整
備
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
の

説
明
も
あ
り
ま
し
た
。

　

満
員
と
な
っ
た
会
場
に
は
、
市
民

や
歴
史
フ
ァ
ン
ら
約
４
０
０
人
が
詰

め
か
け
、
小
和
田
氏
の
貴
重
な
講
演

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
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全国高校総体テニス会場に
安来市実行委員会発足

地域経済活性化へ
プレミアム商品券発売

城郭研究第一人者小和田教授
富田城の魅力を語る

調査報告を行う文化課の舟木主幹

３



９
月
に
市
内
の
各
店
舗
で
専
門
ミ
ニ
講
座

日
時
…
９
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬
の
う

ち
、
ゼ
ミ
を
行
う
各
店
舗
が
指
定
す

る
日
時
に
実
施
し
ま
す
。
約
20
店
舗

が
ゼ
ミ
を
開
催
予
定
で
す
。詳
細
は
、

８
月
下
旬
の
新
聞
折
込
、
ま
た
は
安

来
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

場
所
…
原
則
と
し
て
ゼ
ミ
を
実
施
す

る
各
店
舗
内
に
て
行
い
ま
す
。

参
加
方
法
…
講
座
内
容
を
確
認
し
て

参
加
し
た
い
ゼ
ミ
を
実
施
す
る
店
舗

に
直
接
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
…
▽
ゼ
ミ
に
よ
っ
て
材
料
費

な
ど
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

予
約
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
実
施
店
舗
に
対
し
て
は
、
ゼ
ミ
を

　
ま
ち
ゼ
ミ
（
得
す
る
街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）
を
開
催
し
ま
す

日
時　

８
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰
９
時
～
15
時

価
格　

１
冊
１
万
円
（
１
枚
千
円
×
12
枚
つ
づ
り
）。
購
入

　
　
　
限
度
額
は
一
人
最
大
10
万
円(

10
冊
分)

ま
で
。　

販
売
冊
数　

約
１
万
７
千
冊
。
販
売
冊
数
は
販
売
日
・
販
売

　
　
　
場
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
各
会
場
の
冊
数
は
次

　
　
　
の
と
お
り
で
す
。

 

直
接
販
売

・
事
前
申
込
不
要

・
ど
な
た
で
も
購
入

　

で
き
ま
す

・
予
約
・
取
り
置
き
は

　

で
き
ま
せ
ん

・
先
着
順
、
完
売
次
第
、

　

終
了
し
ま
す

・
購
入
限
度
額
は
一
人

　

10
万
円
で
す

　

 

直
接
販
売

・
事
前
申
込
不
要

・
ど
な
た
で
も
購
入

　

で
き
ま
す

・
予
約
・
取
り
置
き
は

　

で
き
ま
せ
ん

・
先
着
順
、
完
売
次
第
、

　

終
了
し
ま
す

・
購
入
限
度
額
は
一
人

　

10
万
円
で
す

　

　

次
の
日
程
で
20
％
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
「
安
来
市
家
族
ふ
れ
あ
い

場
所　

安
来
会
場
…
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
　
　
広
瀬
会
場
…
安
来
市
社
会
福
祉
協
議
会
広
瀬
支
所

　
　
　
伯
太
会
場
…
伯
太
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー
（
わ
か
さ
会
館
）

販
売
場
所

８
月
29
日
㈯

８
月
30
日
㈰

安
来
会
場
約
６
０
０
０
冊

約
４
０
０
０
冊

広
瀬
会
場
約
２
５
０
０
冊

約
１
５
０
０
冊

伯
太
会
場
約
２
０
０
０
冊

約
１
０
０
０
冊

商
品
券
」
の
２
次
販
売
を
行
い
ま
す
。
１

冊
１
万
円
の
商
品
券
を
買
っ
て
い
た
だ
く

と
、市
内
の
指
定
店
で
１
万
２
千
円
分（
１

枚
千
円
×
12
枚
つ
づ
り
）
の
買
い
物
が
で

き
ま
す
。
す
で
に
予
約
購
入
さ
れ
た
人
な

ど
、
ど
な
た
で
も
購
入
が
可
能
で
す
。

■問い合わせ
　商工観光課………℡２３- ３３４４
　安来商工会議所…℡２２- ２３８０
　安来市商工会……℡３２- ２１５５

各会場別販売冊数 20
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

安
来
市
家
族
ふ
れ
あ
い
商
品
券
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
接
販
売
し
ま
す

三枚おろしを
　　教えるゼ
三枚おろしを
　　教えるゼ

■
問
い
合
わ
せ

　

安
来
商
工
会
議
所 

℡
22-

２
３
８
０

　

商
工
観
光
課　
　

 

℡
23-

３
３
３
５

各会場 9 時から一斉販売！先着順です

　

ま
ち
ゼ
ミ
と
は
、
商
店
等
の
店
主
が
講
師
と
な
り
、
自
ら
の
お
店
の

専
門
知
識
や
技
術
を
お
客
さ
ん
に
無
料
で
伝
授
す
る
ミ
ニ
講
座
で
す
。

プ
ロ
の
知
識
や
技
術
を
学
べ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

      

美
容
室･･･

眉
カ
ッ
ト
と
肌
悩
み
解
消
メ
イ
ク

　
　
　
金
物
店･･･

プ
ロ
が
教
え
る
包
丁
の
研
ぎ
方
な
ど

WHAT’S   まちゼミ

講座例

利
用
し
た
商
品
購
入
の
勧
誘
を
一
切

禁
止
し
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
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　安来市では、介護人材確保と資格取得支援のため、島根総合福祉専門学校、
市内介護事業所と連携した支援制度をスタートさせました。支援制度を活用
することで、学費や生活費の援助などの負担を軽減することができます。

　対象…市内の福祉事業所に一年以上就業している人で、島根総合福祉専門
　　　　学校介護福祉士科に入学し、介護福祉士の国家資格取得を志す人。

 島根総合福祉専門学校
入学金免除（20万円）
入学金を全額免除

　介護福祉士を目指す人を応援します

   安来市
　安来市生活資金助成
月額 3 万円× 24 カ月＝ 72 万円
※安来市による事業所を対象と

した生活資金貸与助成制度

島根総合福祉専門学校・安来市

　萌
もえ

黄
ぎ

奨学金（学費支援）
年額 80 万円×２年＝ 160 万円

（貸与人数 15 人）
※卒業後、市内の事業所で５年勤

務で 80 万円償還免除。
※一般の学生でも利用できます。

支援内容

月額７万円× 24 カ月（２年）
＝ 168 万円

Ｑ＆Ａ
・市内のどの事業所でもこの制度が利用できますか？
この制度に参加する事業所が対象となります。詳しくはお
問い合わせください。
・資格取得までに必要な経費は？
制度を利用した場合、入学金免除と学費が貸与されますの
で、そのほかに教科書代や実習費用などの諸経費 15万円
程度が必要となります。萌黄奨学金を利用した場合、卒業

後市内の事業所で５年間勤務すれば、学費の
内 80万円が償還免除となります。

■問い合わせ
　島根総合福祉専門学校  ℡0120-556-532

　　　　
　高齢者や身体の不自由な
人などを世話をする介護福
祉分野の国家資格です。介
護が必要な人の生活全般を
サポートし、食事、入浴、車いすでの
移動の補助などの身体介護や、利用者
への相談助言を行います。

 安来市内の介護事業所

入学金
２０万円
入学金
２０万円

生活費
２４０万円
生活費
２４０万円

在学中 2年間で

４２０万円
資金援助

学費
１６０万円
学費
１６０万円

市と事業所で月10万円を貸与
福祉職員資格取得支援金
月額 10 万円× 24 カ月（２年）
＝ 240 万円
※卒業後 5 年勤続で、貸与

金額の全額または一部を
償還免除します。

※就学中の社会保険料も負
担します。

介護福祉士

広報やすぎ　2015年９月 ５



安全、安心でおいしい水の安定的供給をめざして

や
す
ぎ
の
水
道

　

生
き
て
い
く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
水
。
安
来
市
で
は
、
将
来
に

わ
た
り
安
全
で
お
い
し
い
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
８
月
の
「
水
の
週
間
」
に

あ
わ
せ
、安
来
市
の
水
道
事
業
の
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中

で
、
水
道
の
蛇
口
を
開
け
る
と
当
た

り
前
の
よ
う
に
出
て
く
る
、
安
全
で

お
い
し
い
水
を
使
っ
て
生
活
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
企
業
活
動
に
お
い
て

も
水
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。
こ

の
水
を
家
庭
や
事
業
所
に
届
け
る

「
水
道
」
は
、
市
民
生
活
や
都
市
活

動
を
支
え
る
最
も
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
一
つ
で
す
。

■ 

安
来
市
水
道
事
業

　

安
来
市
の
水
道
事
業
は
、
平
成
16

年
10
月
１
日
に
合
併
し
て
以
降
、
旧

安
来
市
全
域
と
旧
広
瀬
町
の
一
部
の

「
上
水
道
」（
１
施
設
）、
旧
広
瀬
町

の
一
部
（
山
間
部
）
と
旧
伯
太
町
全

域
の
「
簡
易
水
道
」
な
ど
の
計
17
施

設
を
運
営
し
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い

水
を
、
24
時
間
市
民
の
皆
さ
ん
に
届

け
て
い
ま
す
。

■　

上
水
道
と
簡
易
水
道

　

水
を
届
け
る
地
域
の
人
数
が

５
０
０
０
人
以
上
の
水
道
を
「
上
水

道
」、
１
０
０
人
か
ら
５
０
０
０
人

ま
で
を
「
簡
易
水
道
」
と
い
い
ま
す
。

水
を
届
け
る
人
口
規
模
は
違
っ
て
も

施
設
の
設
備
な
ど
は
同
じ
仕
組
み
で

す
。

■　

水
源

　

市
が
保
有
す
る
上
水
道
の
水
源

は
、
矢
田
町
、
宮
内
町
、
広
瀬
町
の

川
平
、富
田
の
４
カ
所
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
給
水
量
の
74
・
１
％
は
、
上

坂
田
町
の
島
根
県
企
業
局
の
浄
水
施

設
か
ら
受
水
し
て
い
ま
す
。
こ
の
水

は
、
微
生
物
で
浄
化
す
る
「
緩か

ん
そ
く速

ろ

過
」
と
い
う
方
法
に
よ
り
、
非
常
に

お
い
し
く
、体
に
優
し
い
「
飲
み
水
」

と
な
り
ま
す
。

　

簡
易
水
道
は
、
各
簡
易
水
道
等
の

エ
リ
ア
ご
と
に
水
源
を
設
け
取
水
し

て
い
ま
す
。

緩
速
ろ
過
と
は
？

ろ
過
池
の
中
に
、
砂
や
レ
ン
ガ
を

敷
き
詰
め
、
こ
の
中
に
ゆ
っ
く
り

原
水
を
通
し
、
微
生
物
の
浄
水
作

用
を
利
用
し
て
、
ろ
過
す
る
方
法
。

■　

水
質
検
査
の
実
施

　

安
来
市
で
は
、
毎
月
１
回
水
質
検

査
（
検
査
機
関
委
託
）
を
実
施
し
て

お
り
、
常
に
安
全
・
安
心
で
お
い
し

い
水
の
供
給
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

水
道
水
の
水
質
検
査
で
は
、
国
が

示
す
水
質
基
準
（
51
項
目
）
に
適
合

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。

■　

渇
水
に
強
い
安
来
の
水
道

　

現
在
、
安
来
市
の
上
水
道
４
カ
所

の
水
源
の
給
水
量
は
、
１
日
平
均
約

１
万
１
千
立
方
㍍
。
給
水
能
力
は
約

１
万
５
千
立
方
㍍
で
す
の
で
、
渇
水

時
期
に
も
安
定
し
た
水
の
供
給
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

次
回
は
、
簡
易
水
道
の
統
合
事
業

な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

水
道
管
理
課　

℡
23-

２
０
２
０
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▲水質検査のための採水。

第１回



安
来
市
内
の
水
道
施
設
と
処
理
過
程

家庭や事業所など

▼

取
水
施
設
（
29
施
設
）

川
や
地
下
水
な
ど
の
水
源
か
ら
水

を
取
り
込
み
、
浄
水
施
設
に
送
り

ま
す
。

浄
水
施
設
（
22
施
設
）

水
源
か
ら
取
り
込
ん
だ
水
を
滅
菌

し
、
配
水
施
設
に
送
り
ま
す
。

▼
浄
水
処
理
し
た
水
を
い
っ
た
ん
蓄

え
、
家
庭
や
事
業
所
な
ど
に
送
り

ま
す
。 配

水
施
設
（
59
施
設
）

▼

広報やすぎ　2015年９月 ７

▲今津水源取水（今津町）。▲矢田水源地（矢田町）。

▲島根県企業局（上坂田町）の緩
速ろ過池。

▲伯太簡易水道原代浄水場（伯太
町東母里）。

▲川平配水池（広瀬町広瀬）。 ▲社日配水池（安来町）。



家庭で　・「男らしく」「女
らしく」ではなく、「その
人らしさ」を大切にできる
ように話し合いましょう。
・家族みんなで家事・育児・
介護を分かち合いましょう。

この目標を実現するため、次の取り組みを推進します。

地域で　・地域の活動や行事
に女性の意見や力を取り入れ
る取り組みを進めましょう。
・活動や行事などを決める場
に女性もどんどん参画し、住
みよい地域づくりのための考
えを出し合いましょう。
・子どもたちに、互いを理解
し合い男女が支え合う社会の
大切さを教えましょう。

　「支え合い」「認め合い」は、まず家庭から。夫婦で親子で性別
役割分担について話し合ってみましょう。

調査方法　どちらかの方法で回答してください
　①パソコン・スマートフォンなどによる回答
　②調査票による回答
調査日程　
◇９月10日㈭～12日㈯頃　
調査員が、パソコン・スマートフォンなどによる回答用
のＩＤを記載した用紙を配布します
◇９月10日㈭～20日㈰　
　パソコン・スマートフォンなどによる回答期間
◇９月21日㈪～10月１日㈭　
パソコン・スマートフォンなどで回答をされなかった世
帯に、調査員が調査票を配布します
◇９月21日㈪頃～　
　調査票による回答（調査員への手渡しまたは郵送）

調査結果
　・法定人口として利用
　・行政施策の基礎資料として利用
　・学術、教育、民間分野で利用　など
こんな時はご連絡ください　
　①９月15日を過ぎても、ＩＤが記載され
た用紙が届かない

　②10月１日を過ぎても調査票が届かない
　③パソコンやスマートフォンなどで回答
したのに調査票が配布された

　④別の世帯のＩＤや調査票が配布された　など
その他　
　・調査員は調査員証を携行しています
　・記載用には郵送提出用封筒を同封して
います

職場で　・個々の能力を生
かすために性別にとらわれ
ない職場づくりを進めま
しょう。
・仕事と家事のバランスを
とり、女性に片寄りがちな
負担を軽くするようにしま
しょう。

市で取り組みます

・市の制度や施策など男女共同参画の
視点から点検や見直しを進めています。
・広報紙、市のホームページをはじめ
様々な機会で情報発信をしていきます。
・出前講座や学習会などを通じて市民
が考える機会を提供します。
・男性が家事や育児、介護へ参加でき
るよう研修会などを開きます。
・小中学校では、慣習・慣行の不合理
への気づきを大切にするとともに、互
いを認め合い、思いやりの心を育む教
育活動を進めます。

■問い合わせ
　人権施策推進課
　℡ 23-3095

 ちょこっと男女共同参画⑤

　第３次安来市男女共同参画計画についてお知らせします②
実現しよう！男女平等な社会

平成 27 年度  国勢調査を実施します
■問い合わせ
　総務課
　℡ 23-3015

基本目標②　慣習、慣行による性別役割分担を見直し、男女の格差や不平等のない社会をつくり、未来につなげます

全世帯が対象です

日常生活で考えてみましょう

　10月１日現在、日本国内に住んでいるすべての人を対象に国勢調査を行います。

広報やすぎ　2015年９月

調査員がうかがいますので
よろしくお願いします！
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誰もが命を救うチームの一員です

　
電
気
柵
の
設
置
に
は
、
法

令
で
感
電
防
止
の
た
め
の
適

切
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
電
気
柵
を
設
置
す
る
人
は
、

次
の
事
項
を
守
り
適
切
な
感

電
防
止
対
策
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

① 

危
険
で
あ
る
旨
の
表
示

を
す
る
こ
と
。

② 

感
電
に
よ
り
人
に
危
害

を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
な
い
よ

う
に
、
出
力
電
流
が
制
限
さ

れ
る
電
気
柵
用
電
源
装
置
を

用
い
る
こ
と
。

③ 

使
用
電
圧
30
㌾
以
上
の

電
源
か
ら
電
気
の
供
給
を
受

け
、
か
つ
、
人
が
容
易
に
立

ち
入
る
場
所
に
電
気
柵
を
設

置
す
る
と
き
は
、
漏
電
遮
断

器
を
設
置
す
る
こ
と
。

④ 

容
易
に
開
閉
で
き
る
箇

所
に
専
用
の
開
閉
器
を
設
置

す
る
こ
と
。

の
規
定
に
基
づ
く
適
切
な
感
電
防
止
対
策
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

　
７
月
19
日
、
静
岡
県
で
川
岸
に
設
置
さ

れ
た
動
物
よ
け
の
電
気
柵
に
よ
り
、
川
遊

び
を
し
て
い
た
家
族
連
れ
ら
７
人
が
感
電

し
、
２
人
が
死
亡
す
る
と
い
う
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。

　
電
気
柵
は
、
鳥
獣
に
よ
る
被
害
防
止
等

の
目
的
で
設
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
適

切
な
方
法
で
設
置
し
な
い
と
人
に
重
大
な

危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
電

気
柵
を
設
置
す
る
場
合
は
、
電
気
事
業
法

　

電
気
柵
に
近
付
か
な
い
よ
う
に

　
電
気
柵
に
は
法
的
に
危
険
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、「
危

険
」、「
さ
わ
る
な
」、「
電
気
柵
使
用
中
」
の
表
示
が
し
て
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
表
示
の
あ
る
柵
は
、
感
電
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
近
付
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■問い合わせ…農林振興課 ℡ 23-3338

　　　９月９日は救急の日
 
　心臓が止まってしまうような重大な事故は、い
つ、どこで、何が原因でおこるか分かりません。
心臓と呼吸が止まってから時間の経過とともに救
命の可能性は急激に低下しますが、救急隊を待つ
間に居合わせた人が心肺蘇生などの措置を行う
と、救命の可能性が２倍程度に保たれることがわ
かっています。
救命リレーはあなたから
　意識がなく、呼吸もしていない人を発見したら

「救命のリレー」を行う必要があります。その場
に居合わせた「あなた」が第一走者となり、胸骨
圧迫やＡＥＤといった救命処置を行い、そのバト
ンを救急隊に、そして医師に引き継ぐことで、救
命の連鎖がうまれ、救命につながるのです。

■問い合わせ…安来市消防本部警防課 ℡ 23-3424

救命講習を受けましょう
　正しい技術や知識を身に付けることは、勇気
ある行動につながります。心肺蘇生やＡＥＤなど
の応急手当は、経験がなければ、いきなり実践
することはできません。傷病者を救うためには、
応急手当の知識と技術をもつことが必要です。
　安来市消防本部では、胸骨圧迫やＡＥＤの
使い方などが学
べる救急講習を
行っています。
希 望 さ れ る 人
は、警防課まで
お問い合わせく
ださい。

広報やすぎ　2015年９月

鳥獣害対策用の
電気柵に注意！

電気柵の設置者へ

９



　

戦
争
が
激
化
し
た
昭
和
20
年
６
月

か
ら
終
戦
日
を
む
か
え
る
ま
で
の
約

３
カ
月
、
連
日
ア
メ
リ
カ
軍
が
山
陰

を
襲
い
、
松
江
や
安
来
の
工
場
、
交

通
機
関
を
ね
ら
い
、
ロ
ケ
ッ
ト
弾
、

焼し
ょ
う

夷い

弾
と
機
銃
掃
射
な
ど
で
攻
撃

を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　

安
来
で
も
、
日
立
製
作
所
（
現
・

日
立
金
属
株
式
会
社
）の
山
手
工
場
、

同
海
岸
工
場
が
狙
わ
れ
、
市
街
地
の

工
場
、
鉄
道
、
港
湾
な
ど
至
る
所
で

攻
撃
を
受
け
ま
し
た
。
当
時
、
安
来

町
の
愛あ

た
ご宕

山
の
山
頂
に
は
、
高
射
機

関
銃
が
置
か
れ
、
上
空
か
ら
の
攻
撃

に
対
抗
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

安
来
市
誌
に
よ
る
と
、
空
襲
に
よ

り
、
海
岸
工
場
で
は
、
死
者
一
名
、

負
傷
者
一
名
、
安
来
港
で
負
傷
者
一

名
、
和
田
の
工
場
で
も
一
名
が
負
傷

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
山
陰
本
線
島

田
ト
ン
ネ
ル
内
に
待
避
中
の
列
車
が

被
災
し
、
一
名
負
傷
、
機
関
車
が
破

損
し
て
運
行
で
き
な
く
な
る
な
ど
の

被
害
を
受
け
た
と
の
記
録
が
残
っ
て

い
ま
す
。

　
当
時
、
20
歳
で
日
立
製
作
所
の
社

員
だ
っ
た
松
本
佐
重
さ
ん
（
90
歳
・

安
来
町
）
に
、
当
時
の
様
子
を
伺
い

ま
し
た
。

　
最
初
の
空
襲
は
、
昭
和
20
年
の
初

夏
の
早
朝
で
し
た
。
出
勤
前
に
飛
行

機
の
エ
ン
ジ
ン
音
を
耳
に
し
ま
し

た
。
当
初
は
、
米
子
基
地
の
練
習
機

だ
と
思
い
ま
し
た
が
、「
ウ
イ
ー
ン

ウ
イ
ー
ン
」
い
つ
も
と
違
う
音
が

鳴
っ
て
い
る
の
で
違
和
感
を
覚
え
て

い
ま
し
た
。
突
然
、
ダ
ッ
ダ
ッ
ダ
ッ
、

ズ
ド
ン
ズ
ド
ン
と
い
う
音
。
音
の
方

角
を
見
る
と
、
対
岸
の
大
篠
津
飛
行

場
が
多
く
の
戦
闘
機
に
空
襲
さ
れ
、

格
納
庫
が
炎
上
し
て
い
る
の
が
見
え

ま
し
た
。
空
襲
警
報
が
な
っ
た
の
は

攻
撃
を
受
け
た
後
で
し
た
。

　
こ
の
日
を
境
に
頻
繁
に
敵
機
が
来

る
よ
う
に
な
り
、
警
戒
警
報
、
空
襲

警
報
が
鳴
る
度
に
、
各
家
庭
に
あ
っ

た
防
空
ご
う
な
ど
に
避
難
し
て
い
ま

し
た
。
安
来
の
ま
ち
が
直
接
の
攻
撃

た
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
。
近
所
の

家
で
は
、
防
空
ご
う
か
ら
戻
る
と
布

団
の
上
に
壁
を
貫
い
た
不
発
弾
が

あ
っ
た
と
い
う
話
も
聞
き
ま
し
た

し
、
私
の
家
で
も
ア
メ
リ
カ
の
飛
行

機
が
撃
っ
た
機
関
銃
の
薬
き
ょ
う
で

家
の
瓦
が
た
く
さ
ん
壊
れ
ま
し
た
。

そ
う
い
う
被
害
は
、
各
家
で
あ
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
勤
務
先
の
海
岸
工
場
で
も
、
度
々

空
襲
を
受
け
ま
し
た
。
当
時
、
班
長

を
務
め
て
い
た
の
で
、
警
報
が
鳴
る

と
急
い
で
班
員
を
防
空
ご
う
に
避
難

さ
せ
て
い
ま
し
た
。
炉
の
火
を
始
末

す
る
工
員
と
機
械
の
電
源
を
切
る
工

員
が
い
つ
も
最
後
で
し
た
ね
。
避
難

し
て
い
る
防
空
ご
う
を
機
関
銃
で
狙

わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

解
除
に
な
る
と
持
ち
場
に
戻
り
す
ぐ

に
仕
事
を
再
開
し
て
い
ま
し
た
。
工

場
で
は
人
も
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
不
思
議
と
空
襲
を
怖
い
と
思

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

う
い
う
時
代
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

を
受
け
た
こ
と
は
な

い
と
思
い
ま
す
が
、

工
場
な
ど
を
狙
っ
た

弾
が
外
れ
民
家
に
あ

松本佐重さん

　

今
年
は
、
戦
後
70
年
の
節
目
の
年
に
な
り

ま
す
。
私
た
ち
は
歴
史
を
学
び
、
平
和
の
尊

さ
を
次
の
世
代
に
も
伝
え
て
行
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
安
来
に
関
す
る
戦
争
の
記
憶

を
振
り
返
り
ま
す
。

▼戦時中に新町で行われた防空演習の様子 安
来
の
空
襲

戦
後
70
年 

安
来
と
戦
争
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戦
没
者
追
悼
式

　
戦
争
で
は
、
多
く
の
犠
牲
者
が
生
ま
れ
ま

す
。
安
来
で
も
多
く
の
若
者
が
兵
士
と
し
て

戦
地
に
赴
き
、命
を
落
と
し
ま
し
た
。
毎
年
、

安
来
市
で
は
、
関
係
者
を
招
き
犠
牲
者
の
冥

福
を
祈
る
追
悼
式
を
挙
行
し
、
戦
争
の
惨
禍

を
後
世
に
伝
え
て
い
ま
す
。

な
社
会
が
と
こ
し
え
に
続
く
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん｣

と
涙
な
が
ら

に
訴
え
ま
し
た
。

　

集
い
に
は
社
日
小
学
校
６
年
生
の

姿
も
。
70
年
た
っ
て
も
今
な
お
続
く

戦
争
の
悲
劇
を
目
の
前
に
し
て
、
真

剣
な
ま
な
ざ
し
で
参
列
し
て
い
ま
し

た
。

　
追
悼
式
に
参
加
し
た
社
日
小
学
校
６
年
生
の
児
童
た
ち
の
感
想
文
を
抜

粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　

今
年
は
６
月
23
日
に
、
安
来
市
民
体
育

館
で
戦
没
者
追
悼
式
を
執
り
行
い
、
遺
族

や
関
係
者
ら
約
２
０
０
人
が
参
列
。
犠
牲

者
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
、
祭
壇
に
献
花
を

供
え
弔
い
ま
し
た
。

　

近
藤
宏
樹
市
長
は
「
今
日
の
繁
栄
は
、

幾
多
の
尊
い
犠
牲
の
う
え
に
築
か
れ
た
も

の
。
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
次
の
世

代
に
語
り
継
い
で
い
く
こ
と
が
、
今
を
生

き
る
私
た
ち
の
重
要
な
責
務
で
す
」
と
言

葉
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
遺
族
代
表
と
し
て
弔
辞
を
述
べ
た

山
口
克
朗
さ
ん
（
伯
太
町
赤
屋
）
は
、妻
、

両
親
を
残
し
、
そ
し
て
わ
が
子
の
顔
を
見

る
こ
と
も
な
く
亡
く
な
っ
た
父
の
無
念
を

思
い｢

つ
ら
い
悲
し
い
思
い
は
も
う
い

や
で
す
。
こ
の
よ
う
な
思
い
を
こ
れ
か
ら

の
人
々
に
し
て
も
ら
い
た
く
な
い
。
平
和

　
追
悼
式
で
は
、
戦
争
で
亡
く
な
っ

た
方
た
ち
の
思
い
、
遺
族
の
さ
み
し

さ
、
悲
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
父
を

亡
く
し
幼
子
だ
っ
た
遺
児
た
ち
は
、

今
ま
で
ず
い
ぶ
ん
悲
し
み
を
背
負
っ

て
来
た
の
だ
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
。
私
た
ち
が
決
し
て
忘
れ
ず
に
、

次
の
世
代
に
も
思
い
・
願
い
・
祈
り

を
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
一
番
心
に
残
っ
た
の

は
、｢

遺
族
の
悲
し
み
は
一
生
消
え

る
こ
と
は
な
い｣

と
い
う
こ
と
で

す
。
誰
も
が
悲
し
む
争
い
は
絶
対
し

て
は
な
ら
な
い
と
分
か
り
ま
し
た
。

　
私
は
こ
の
追
悼
式
で
、
人
の
命
は

尊
い
も
の
で
、
戦
争
は
必
ず
悲
し
み

や
不
幸
を
生
み
出
す
元
に
な
る
と
い

う
こ
と
を
学
び
、
家
族
を
亡
く
し
た

方
の
苦
し
み
の
声
、
涙
の
混
じ
っ
た

声
を
聞
き
ま
し
た
。
戦
争
は
勝
敗
を

つ
け
る
た
め
に
戦
い
ま
す
。
だ
か
ら

ど
ち
ら
か
が
負
け
る
ま
で
争
い
は
終

わ
り
ま
せ
ん
。
負
け
た
方
に
は
無
意

味
な
悲
し
み
と
不
幸
だ
け
が
残
る
の

で
す
。
勝
っ
た
方
に
も
犠
牲
者
は
必

ず
で
ま
す
。
勝
っ
て
も
負
け
て
も
悲

し
み
が
生
ま
れ
、
不
幸
な
思
い
を
す

る
こ
と
に
変
わ
り
が
な
い
の
で
す
。

　
戦
争
は
恐
ろ
し
い
も
の
で
絶
対
に

や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
す
。
今

日
、
お
手
紙
を
読
ま
れ
て
い
た
方
の

話
を
聞
い
て
、
僕
に
も
戦
争
の
恐
ろ

し
さ
、
悲
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
て
泣

き
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
安
来
で
は
約
二
千
人
も
の
人
が
戦

争
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
二
千
人

も
の
人
生
が
狂
わ
さ
れ
た
の
で
す
。

今
年
は
終
戦
70
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

の
追
悼
式
を
ス
タ
ー
ト
に
平
和
学
習

に
取
り
組
み
、
戦
争
の
な
い
平
和
な

世
界
を
考
え
た
い
で
す
。
亡
く
な
ら

れ
た
方
を
思
い
、
永
久
に
戦
争
が
な

い
、
平
和
な
日
が
来
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。
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加
納
莞
蕾
赦ゆ

る

し
難
き
を
赦ゆ

る

す

　

布
部
村
出
身
の
画
家
・
加
納
莞
蕾

（
本
名
・
辰
夫
）。
従
軍
画
家
と
し
て

中
国
戦
線
な
ど
で
日
本
軍
を
描
き
続

け
た
莞
蕾
は
、
昭
和
24
年
か
ら
４
年

間
、
絵
筆
を
絶
ち
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

収
容
さ
れ
て
い
た
日
本
人
Ｂ
Ｃ
級
戦

犯
た
ち
の
助
命
嘆
願
活
動
の
た
め
に

す
べ
て
を
投
げ
打
ち
ま
し
た
。

～
釈
放
活
動
へ
～

　

活
動
の
き
っ
か
け
は
昭
和
24
年
３

月
。
同
郷
の
古
瀬
貴
季
元
海
軍
少
将

が
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
ニ
ラ
の
軍
事
法

廷
で
死
刑
宣
告
を
受
け
た
こ
と
か
ら

で
す
。
こ
れ
か
ら
の
平
和
を
築
く
た

め
に
は
、
少
将
を
死
な
せ
て
は
い
け

な
い
と
東
京
に
向
か
い
釈
放
運
動
を

始
め
た
莞
蕾
は
、
駐
日
フ
ィ
リ
ピ
ン

代
表
部
に
出
入
り
す
る
う
ち
、
団
長

の
肖
像
画
を
描
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
団
長
と
心
が
通
い
、
嘆
願
書
も

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
届
く
よ
う
に
な
り

ま
す
。
当
時
、 

送
っ
た
書
簡
に
次
の

よ
う
に
記
し
て
釈
放
を
訴
え
て
い
ま

す
。「
古
瀬
や
日
本
人
戦
犯
に
よ
る

犯
罪
行
為
に
対
す
る
処
罰
は
、
彼
等

の
み
に
課
せ
ら
れ
る
も
の
で
な
く
、

全
日
本
国
民
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
で

あ
り
、
我
々
は
深
い
反
省
と
率
直
な

態
度
で
も
っ
た
陳
謝
を
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
ま
す
」。

～
書
き
続
け
た
書
簡
～

　

上
京
中
、
莞
蕾
は
あ
る
事
実
を
知

り
ま
す
。
当
時
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
統

領
キ
リ
ノ
氏
は
、
妻
と
子
ど
も
を
日

本
兵
に
殺
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
こ

の
事
実
を
知
っ
た
莞
蕾
は
な
お
「
残

虐
に
奪
い
取
ら
れ
た
愛
児
の
名
に
お

い
て
“
赦
し
難
き
を
赦
す
”
こ
の
奇

跡
が
現
れ
る
こ
と
を
待
ち
望
み
ま

す
」
と
書
き
記
し
、
大
統
領
に
恩
赦

を
求
め
、
書
簡
を
送
り
続
け
ま
す
。

　

東
京
か
ら
帰
省
し
た
12
月
、
大
統

領
府
書
記
官
か
ら
返
書
が
届
き
ま

す
。「
嘆
願
は
考
慮
が
与
え
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
」
と
。
大
統
領
府
に
受
け

止
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
大
き
な

励
み
に
な
り
ま
す
。
翌
年
か
ら
布
部

に
帰
省
し
、
釈
放
運
動
に
ま
い
進
し

ま
す
。
家
庭
は
困
窮
し
ま
し
た
が
、

書
簡
を
送
り
続
け
ま
し
た
。
莞
蕾
が

キ
リ
ノ
大
統
領
に
送
っ
た
請
願
書
は

43
通
、
さ
ら
に
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
元
帥
、
ブ
ニ
エ

刑
務
所
長
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
キ
リ
ス
ト
教
連
合
会

な
ど
書
簡
の
宛
先
は
多
岐
に
渡
り
、

そ
の
往
復
書
簡
は
３
０
０
通
近
く

に
も
な
り
ま
す
。

～
戦
犯
釈
放
へ
～

　

昭
和
28
年
７
月
、
キ
リ
ノ
大
統

領
は
日
本
人
戦
犯
１
０
８
人
に
対

し
、
恩
赦
令
を
出
し
ま
す
。「
家

族
を
日
本
人
に
殺
さ
れ
、
彼
等
を

赦
そ
う
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ

た
。
子
ど
も
や
国
民
が
、
私
か
ら

憎
悪
を
受
け
継
が
な
い
た
め
に
」

と
声
明
を
出
し
て
い
ま
す
。
莞
蕾

は「
憎
し
み
の
連
鎖
を
断
ち
切
り
、

憎
し
み
を
愛
に
変
え
る
と
す
る
」

こ
と
を
成
し
た
大
統
領
の
「
赦
し

難
き
を
赦
す
」
と
い
う
奇
跡
の
み

が
人
類
に
恒
久
の
平
和
を
も
た
ら

す
の
だ
と
説
き
ま
し
た
。

～
世
界
平
和
を
求
め
て
～

　

莞
蕾
の
世
界
平
和
へ
の
取
り
組

み
は
続
き
ま
す
。
そ
の
後
、
昭
和

29
年
９
月
か
ら
２
年
半
ほ
ど
布
部

村
の
村
長
を
務
め
ま
す
。
村
議
会

　
戦
後
、
日
本
人
捕
虜
の
釈
放
活
動
に
没
頭
し
、
そ
し
て
世
界
平
和

を
願
い
奔
走
し
た
布
部
出
身
の
画
家
・
加
納
莞か

ん

蕾ら
い

を
紹
介
し
ま
す
。

戦後 70 年 安来と戦争
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安
来
市
平
和
の
つ
ど
い
事
業

「
平
和
と
正
義
の
ア
ン
パ
ン
マ
ン
や
な
せ
た
か
し
の
世
界
」

　

（
９
月
23
日
㈬
㈷
ま
で
）

　
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
の
生
み
の
親
・
や
な
せ
氏
が
描
き

続
け
た
や
さ
し
く
温
か
で
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
世
界
を
堪
能

し
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

平
和
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

　
昨
年
制
定
し
た
「
安
来
市
非
核
平
和
都
市
宣
言
」
を
踏

ま
え
、
平
和
の
尊
さ
を
考
え
る
催
し
を
開
催
し
ま
す
。

　
 安来市加納美術館

からのお知らせ
　安来市加納美術館は世界平和を希求
した加納莞蕾の思いを伝える施設です   
 所在地　広瀬町布部 345-27
 開館時間 ９時～16時30分（入館16時）
 入館料　一般800円、中・高生400 円
　　　　 小学生200円
 　※障害者手帳をお持ちの人　無料
 休館日　毎週火曜日（祝日は翌日休館）
　 ℡0854-36-0880　FAX 0854-36-0881

親
子
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う

●
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紙
芝
居
　

日
時
…
８
月
29
日
㈯
・
９
月
21
日
㈪
㈷ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
11
時
～ 

②
13
時
～

●
白
萩
の
前
で
お
抹
茶
を
ど
う
ぞ

日
時
…
９
月
６
日
㈰
13
時
～
15
時
、
参
加
料
…
４
０
０
円

●
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
パ
ズ
ル
作
り

日
時
…
９
月
20
日
㈰
13
時
～
16
時
、
参
加
料
…
２
０
０
円

●
絵
本
の
会
（
読
み
聞
か
せ
）

日
時
…
９
月
22
日
㈫
㈷ 

①
11
時
～ 

②
13
時
～

※
詳
細
は
当
館
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

名
碗
を
愉
し
む
会
― 

白
萩
茶
会 

―

　
作
品
鑑
賞
の
後
、
茶
室
「
如
水
庵
」
に
て
呈
茶
。
名

碗
を
手
に
と
っ
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時
…
９
月
13
日
㈰ 

①
10
時
～ 

②
13
時
～

料
金
…
２
５
０
０
円
（
入
館
料
・
季
節
の
お
菓
子
・
お

茶
代
を
含
む
）

ア
ン
パ
ン
マ
ン
を
描
こ
う
　

　
市
内
の
保
育
所
・
幼
稚
園
に
通
う
子

ど
も
た
ち
が
描
い
て
く
れ
た
「
ア
ン
パ

ン
マ
ン
」
の
絵
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

31
年
８
月
に
は
、
村
長
と
し
て
布
部

村
平
和
５
宣
言
（
自
治
、国
際
親
善
、

世
界
連
邦
平
和
、
原
水
爆
禁
止
、
世

界
児
童
憲
章
制
定
促
進
）
も
出
し
て

い
ま
す
。

に
働
き
か
け
「
世
界
児
童
憲
章
」
の

早
期
実
現
を
求
め
る
決
議
を
採
択

し
、
島
根
県
町
村
長
会
を
経
て
、
全

国
都
道
府
県
町
村
会
で
も
満
場
一
致

で
決
議
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
昭
和

　

そ
の
後
は
、画
家
と
し
て
活
躍
し
、

昭
和
52
年
８
月
73
歳
で
亡
く
な
り
ま

し
た
。
世
界
平
和
を
願
っ
た
信
念
の

人
が
安
来
に
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

申
込
期
限
…
９
月
10
日
㈭

平
和
祈
念
展
　
９
月
26
日
㈯
～
10
月
12
日
㈪
㈷

　
広
島
平
和
記
念
資
料
館
か
ら
お
借
り
し
た
原
爆
の
遺
品
・

被
ば
く
者
が
描
い
た
絵
画
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

場
所　
布
部
交
流
セ
ン
タ
ー
、
安
来
市
加
納
美
術
館

内
容　
▽
市
民
が
描
い
た
原
爆
絵
画　

　
　
　
▽
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
写
真
パ
ネ
ル　

　
　
　
▽
サ
ダ
コ
と
折
り
鶴
ポ
ス
タ
ー　
▽
被
ば
く
資
料

　
　
　
▽
入
野
忠
芳
作
品　
　
▽
加
納
莞
蕾
展
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課

　
℡
23-

３
０
１
９

加
納
莞
蕾
展
―
平
和
を
求
め
た
画

家
の
思
い
ー（
10
月
12
日
㈪
ま
で
）

場
所　
加
納
美
術
館

　
莞
蕾
の
作
品
や
書
簡
を
展
示
。

田原陶兵衛（12代）
鳥絵萩茶碗

文化勲章　板谷波山
飴釉茶碗

９月の名碗

安
来
市
平
和
の
つ
ど
い

日
時　
９
月
26
日
㈯
16
時
～
20
時

内
容　
▽
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
、
記

念
植
樹
、
あ
ん
ど
ん
１
０
０
０
灯

の
点
灯
式
な
ど
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たうん

とぴっくす
身近な町の話題や
　　　　　出来事を紹介します

小学生男子バレー全国へ
　第35回全日本バレーボール小学生大会の島根県男
子代表に決まったクラブチーム「安来レイダース」
が７月21日、近藤市長を訪ね全国大会への意気込み
を伝えました。
　安来レイダースは十神小、赤江小、荒島小、安田
小の児童16人が所属。６月に行われた県大会で優勝
し、２年ぶり５回目の出場を決めました。
　この日は７人が訪問。主将の宮本海

み
輝
き

くん（安田
小６年）は「前回のベスト16を上回るベスト８が目
標。練習でしてきたことを出し切って、
悔いの残らないように戦いたい」と全国
での健闘を誓いました。

▲近藤市長に健闘を誓った宮本海輝主将（左）
　同大会は、８月11日～14日に東京体育館などで開
催されます。

◀18日はやなせさん
の企画展プロデュー
サー中村辰治さんの
講演を開催。
▼アンパンマンのタペ
ストリーに見入る来
場者。

　アンパンマンの作者として知られる“やなせたか
しさん”の企画展「平和と正義のアンパンマン　や
なせたかしの世界」が７月18日から加納美術館で始

平和への願い“やなせたかし展”

まり、多くの来場者でにぎわっています。（９月23日まで）
　やなせさんは、太平洋戦争で兵役に就いた戦争体験から、「弱
い立場の人を無償で助けることこそ普遍の正義」と考え、94歳
で亡くなるまで正義と平和を作品に託して、アンパンマンなどの
名作を次々と生みだしました。会場では、絵本「アンパンマンと
シャボンダマン」の原画や、アクリル画「詩とメルヘン」の作品
など80点が展示されています。
　同館では、フィリピンの日本人ＢＣ級戦犯釈放運動に尽力した
画家・加納莞

かん

蕾
らい

氏の特別展も開催。加納二郎理事長は、「やなせ
さんと莞蕾が願った平和について改めて考えてほしい」と話して
いました。
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秘書課　℡ 23-3010

あんなこと、こんなこと
　地域の話題をお届けします。
皆さまからの情報も、
　　　　お待ちしています。

イザナミに捧
ささ

げるコンサート
　女神イザナミが葬られたとされる伯太町の比婆山
を仰ぎ見る上の台緑の村で７月19日、天空のイザナ
ミコンサートが開催されました。
　このコンサートは、比婆山神話フェスタ実行委員
会（雑賀清治会長）が、比婆山に親しんでもらい、
地域の活性化につなげようと開催しています。
　ステージは、安来カントリーボーイズのテンポの
良いサウンドと楽しいトークで開幕。眼下に広がる
山々が夕日に染まり始めると、安来市出身のボーカ
リスト瑞 さんが登場し、オリジナル曲「いざなみ」
や「出雲神話よりスサノオ」など十数曲を披露しま
した。会場は、瑞 さんの澄んだ美しい歌声に包まれ、
市内外から訪れた約300人の来場者は、夏の夜のひ
とときを楽しんでいました。

▲大自然を背景に幻想的
な雰囲気に包まれた瑞
さんのステージの様

子。
◀安来カントリーボーイ
ズ。「君は風になる」
などおなじみの曲を披
露。

放水やロープ渡りを体験
　夏休み中の小学生に消防士の活動を体験してもらう「一
日消防署体験学習」を８月２日、安来市消防本部で開き
ました。幼少期から防災意識や防火意識を高めてもらお
うと、市内の小学校 3 年生から 6 年生を対象にした恒例
行事で、今年は55人が参加。新庁舎では初めての開催と
なり、従来より体験数を増やし６つの消防体験を行いま
した。 
　参加した“小さな消防士”たちは、放水銃を使った消
火訓練やロープ渡り、はしご車搭乗などを、消防職員か
ら教わりながら体験しました。
　この内、訓練塔に張った高さ７㍍、距離約20㍍のロー
プ渡りを体験した十神小３年藤原大

たい
宜
き

くんは、「訓練塔か
ら下を見たら怖かったけど、やってみたら楽しかった」
と笑顔で話していました。

ねらいを定めて、それ！

高さ7メートルのロープ渡り。

起震車の揺れは震度７。
立てないほどの揺れを体
験しました。
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東加茂第二の歴史をつづる
　社日地区の東加茂第二自治会が、同自治会の歴史をま
とめた自治会誌「東加茂第二自治会のあゆみ」を発行し
ました。自治会の変遷や活動の歴史などをまとめ、当時
の写真や記録とともに掲載してあり、自治会内の各世帯
に配布しました。
　自治会誌は、若い人にふるさとの歴史を残したいと平
成26年４月に委員会を立ち上げ、約１年をかけて作成。
同自治会では、昭和45年市街化区域に指定されたのを
機に人口が増加し、現在は約180世帯以上が住む自治会
になりました。
　編集委員を務めた岩佐暠

てる
己
き

さんは「昭和40年代に移
り住んだ人が多く高齢者も増えた。歴史を
振り返り、住人同士の絆を深めて活性化の
一助になれば」と話していました。

▲自治会誌「東加茂第二自治会のあゆみ」を手に
する同自治会の高橋信義さん（左）と岩佐暠己
さん。
　※自治会誌は図書館などで閲覧できます。

　７月25日から開催された全国高校囲碁選手権大会
（東京都）に島根県代表として出場した安来高校の女
子生徒３人が７月10日、大会を前に近藤市長に意気
込みを伝えました。
　代表入りしたのは、２年生の青戸琴美さん（４級）、
１年生の大江珠未さん（４段）と漆原友紀さん（初段）
で、安来高校が囲碁の団体戦で全国大会に出場するの
は初めて。主将を務める大江さんは、「まずは予選突
破を目指したい」と抱負を話し、近藤市長が「リラッ
クスして精いっぱい力を発揮してほしい」と激励しま
した。
　大江さんは、個人戦にも出場したほか、７月30日
から滋賀県で開催された全国高等学校総合文化祭に
も、島根県代表として団体戦に出場しました。

安来高校　囲碁の全国大会へ

▲左から、漆原さん、大江さん、青戸さん、近藤市長。

●全国大会結果
　【全国高校囲碁選手権大会（７月25日～27日）】
　　団体戦・個人戦とも２勝１敗で予選リーグで惜敗。
【全国高等学校総合文化祭（７月30日～31日）】
　　島根団体は２勝４敗で惜しくも入賞を逃しました。

山佐を肴
さかな

に呑
の

みニケーション
　今年３月に地域の将来像となる地域ビジョンを定
めた上山佐地区で７月19日、上山佐縁日「TSUDOI」
が開催され、地区内外から300人を超える来場者が
訪れ、交流を深めました。
　この催しは、地域ビジョンに掲げた「気軽に集ま
れて、話しや活動ができる機会をつくる」を実現し
ようと上山佐地区中山間地域コミュニティ再生会議
が企画。会場となったＪＡ山佐代理所跡では、屋台
が立ち並び、かき氷、焼き鳥、ビールなどの提供や、
子どものための工作コーナー、読み聞かせ、映画な
どの催しに、幅広い年代が集まり、夜遅くまで語り
合い絆を深めていました。

▲ 地元の人が出店し
た屋台。▲

カンパーイ！グラ
スを交わして楽し
いトーク。
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book図書館からのお知らせ

「山中鹿之助」
著　者   松本清張
出版社   小学館

　松本清張の描く山中鹿之助
( 鹿介 ) は、度重なる挫折に
もくじけることなく敢然と苦
難に立ち向かう清々しい青年
武将の姿です。山陰の地に立
ち、その名を天下にとどろか

「オールド・テロリスト」

　老人、特に男子高齢者は、
社会から軽視されている印象
を受けると、著者は言います。
しかし、この高齢者が一旦怒
ると、粛々と暴走をはじめま
す。高度成長期を生き抜いて

著　者   村上龍
出版社   文藝春秋

著　者   岩佐まり
出版社   KADOKAWA

「若年性アルツハイマーの
　　　　　　　　母と生きる」

　「後悔しな
いようにやり
たいことをや
りなさい」と、
いつも励まし
てくれた母が 55歳で認知症に
なりました。どういう病気なの
か、どのように進行するのか、
20歳となった娘のまりさんの
介護奮闘記です。

著　者   福田和代
出版社   徳間書店

「天空の救命室」

　大型輸送機に
積み込まれた
“空飛ぶＩＣＵ”
を使って緊急の
患者を遠隔地の
医療機関へ送り込む。限られた
時間と闘いながら、医療チーム
と機長の連携プレーで預かった
命を守る。愛知県小牧基地にあ
る航空機動衛生隊の命をつなぐ
物語です。

著　者   しめのゆき
出版社   ポプラ社

「美雨13歳のしあわせレシピ」

　ある日学校か
ら帰ってくると、
お母さんが家出
していて、家事
は一切しないは
ずのお父さんが本格的な料理をし
ていて…。美雨の家族ドラマは
波乱万丈。13 歳はトモダチ関係
だって複雑です。でも、おいし
いご飯がみんなの心を温かくし
てくれます。

「神様を味方につけて幸せになる本」
著　者   Ｍｙｕ
出版社   ワニブックス

になるためのガイドブック。出雲
大社はもちろんのこと、隠れた名
所まで紹介しています。また、安
倍首相夫人の昭恵さんとのスペ
シャル対談も掲載！

　出雲の観光大
使でもあるヒー
リングシンガー
Mｙｕ（ミュー）
による「幸せ」

写真展　報道写真家「桑原史成」を撮る
　津和野出身で日本を代表する報道写真家「桑原史成」氏。昨年、優れた成果
を挙げた写真家を表彰する土門拳賞を受賞しました。安来高校写真部外部講師
細木良男さんは、世界の最前線で活躍する桑原氏に随行し、桑原氏をモデルに
写真を撮り続けました。現場を撮り続ける桑原氏の姿を通してその生き様と

美学に迫ります。
　展示期間　９月５日㈯ ～19日㈯
　会　　場　安来市立図書館２階会議室

「ありがとう 実験動物たち」
著　者   太田京子
出版社   岩崎書店

　東北大学医学
部の動物実験施
設で、実験動物
を世話する女性
テルの物語。ヒ
トが文明社会を送るため、また病
気を克服するため、動物たちのた
くさんのいのちが犠牲になってい
ます。実験動物たちとテルのふれ
あいを描いたドキュメンタリー。

 その他の新着図書情報は

安来　図書館情報　 検索

■問い合わせ
安来市立図書館…℡２２- ２５７４
ひろせ図書室……℡３２- ４４５５
はくた図書室……℡３７- ００５０

桑原史成氏

　近くの図書館（室）に借りたい
本がない場合、他の図書館（室）
から取り寄せができます。詳しく
はお問い合わせください。

きた元企業戦士たちのテロとはいかに。評判の悪
い男子高齢者に芥川賞作家がエールを贈ります。

せ、34歳の若さで無念の死を遂げた短い人生は
惜しまれるばかりです。
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ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
や
す
ぎ
デ
ー

へ
の
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た

　

環
境
政
策
課

　

℡
23-

３
１
０
０

　
６
月
14
日
に
行
い
ま
し
た
市

内
一
斉
清
掃
は
、
３
９
１
９

人
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
１
９
０
５
キ
ロ
グ
ラ
ム

（
１
０
４
０
袋
）
の
ゴ
ミ
を
回

収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
市
民
一
人
一
人
の
行
動
が
地

域
の
環
境
美
化
に
つ
な
が
り
ま

す
。
今
後
と
も
清
掃
活
動
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
市
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清

掃
活
動
を
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
実
施
の
計
画
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

指
定
管
理
者
導
入
施
設
の
事
業

評
価
を
行
い
ま
し
た

　

総
務
課 

℡
23-

３
０
１
９

　
安
来
市
で
は
、
公
の
施
設
の

管
理
運
営
を
効
果
的
・
効
率
的

に
行
う
た
め
、
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
は
、
33
施
設
で

指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
・
運

営
が
行
わ
れ
、
こ
の
度
、
各
施

設
に
施
設
管
理
・
経
営
・
事
業

展
開
な
ど
の
視
点
か
ら
事
業
評

価
を
行
い
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
指
定
管
理
者
制
度
関

連
情
報
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

掲
載
期
限　
平
成
28
年
８
月
31

日
㈬

安
来
市
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申

請
が
始
ま
り
ま
す

　
　

福
祉
課 

℡
32-

９
５
０
０

対
象
者　
平
成
27
年
度
市
町
村

民
税
均
等
割
が
非
課
税
の
人
。

た
だ
し
、
課
税
者
に
生
活
の

面
倒
を
見
て
も
ら
っ
て
い
る
人

（
被
扶
養
者
な
ど
）、
生
活
保
護

行　

政

の
受
給
者
な
ど
は
対
象
外
。

申
請
期
間　
９
月
１
日
㈫
～
12

月
１
日
㈫

申
請
場
所　
福
祉
課
（　
）、税

務
課
（
安
来　
）、
伯
太

そ
の
他　
▽
申
請
書
は
８
月
末

に
送
り
ま
す　
▽
返
信
用
封
筒

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
永
久
選
挙
人
名
簿
の
登
録
と
縦

覧
　
　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　

℡
23-

３
１
３
５

登
録
対
象
者　
平
成
７
年
９
月

２
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

平
成
27
年
６
月
１
日
ま
で
に
安

来
市
に
住
民
登
録
を
済
ま
せ
、

引
き
続
き
３
カ
月
以
上
安
来
市

に
居
住
し
て
い
る
人
。

縦
覧
期
間　
９
月
３
日
㈭
～
９

月
７
日
㈪
８
時
30
分
～
17
時

縦
覧
場
所　
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
安
来　
）

異
議
申
出　
登
録
さ
れ
る
資
格

が
あ
る
の
に
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
縦
覧
期
間

中
に
異
議
の
申
出
書
を
選
挙
管

理
委
員
会
に
提
出
で
き
ま
す
。

島
根
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
の
登
録

　
　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　

℡
23-

３
１
３
５

登
録
対
象
者　
市
内
に
住
所
ま

た
は
事
業
場
を
有
す
る
漁
業
者

や
漁
業
従
事
者
で
、
１
年
に
90

日
以
上
漁
船
を
使
用
し
漁
業
を

営
む
（
従
事
す
る
）
人
。

申
込
方
法　
９
月
４
日
㈮
ま
で

に
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
登

録
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

松
江
圏
都
市
計
画
用
途
地
域

（
飯
島
町
の
一
部
）
の
変
更
に

つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

都
市
計
画
課

　

℡
23-

３
２
４
０

日
時　
９
月
10
日
㈭
19
時
～

場
所　
安
来
中
央　

 

講
義
室

　　 安来市みらい
  デザインコンクール作品を募集します

応募期限  ９月10日㈭

                 　　「言
こと

の葉
は

コンクール」
　市民が共感できるような、伝えたい風土や地域活動などまちづ
くりに関する思いをひとことで表した「言の葉」を募集します。

言
の
葉
で

す
き
す
き
や
す
ぎ
の

ま
ち
づ
く
り

作品例
応募方法　①作品、②氏名、③年齢、④住所、⑤電
　　　　　話番号を記入の上、Ｅメール、郵便、Ｆ
　　　　　ＡＸなどで送付してください。
選考方法　１次選考入選作品を広報紙に掲載し、市
　　　　　民による投票で決定します。
そ の 他　入選者には安来の特産品や商品券を
　　　　　プレゼントします。

　定住企画課℡23-3060／　  23-3061
　〒692-8686　安来市安来町878－2
　Eメール　kikaku@city.yasugi.shimane.jp

交

広報やすぎ　2015年９月18
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問

問
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申
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問

問
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庁

地



採
し
た
竹
の
処
分
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

受
渡
場
所　
安
来
ふ
る
さ
と
公

社
（
広
瀬
町
菅
原
）

そ
の
他　
▽
希
望
団
体
は
、
事

前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い　
▽

機
械
の
輸
送
や
燃
料
費
な
ど
の

稼
働
に
係
る
費
用
は
使
用
団
体

の
負
担
と
な
り
ま
す　
▽
安
全

確
保
な
ど
の
た
め
、
初
め
て
使

用
す
る
団
体
に
は
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
を
派
遣
（
有
償
）
し
ま
す
。

個
人
の
作
業
委
託
は
有
償
で
請

け
負
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
安
来
ふ
る
さ
と
公

社
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

「
老
人
の
日
・
老
人
週
間
」
は

県
立
８
施
設
で
高
齢
者
の
入
館

料
が
無
料
に
な
り
ま
す

　

島
根
県
高
齢
者
福
祉
課

　

℡
０
８
５
２-

22-

６
５
２
２

期
間　
９
月
15
日
㈫
～
21
日
㈪

※
老
人
週
間
の
期
間
（
た
だ
し

15
日
は
休
館
日
。
し
ま
ね
花
の

郷
、
三
瓶
小
豆
原
埋
没
林
公
園

は
無
休
）

対
象
者　
昭
和
25
年
12
月
31
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
。

対
象
施
設　

島
根
県
立
美
術

館
、
八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘
展

示
学
習
館
、
花
ふ
れ
あ
い
公
園

「
し
ま
ね
花
の
郷
」、
古
代
出
雲

歴
史
博
物
館
、
宍
道
湖
自
然
館

ゴ
ビ
ウ
ス
、
三
瓶
自
然
館
サ
ヒ

メ
ル
・
三
瓶
小
豆
原
埋
没
林
公

園
、
し
ま
ね
海
洋
館
ア
ク
ア
ス
、

石
見
美
術
館

手
続
き　
入
館
受
付
時
に
年
齢

の
わ
か
る
身
分
証
明
書
（
運
転

免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康

手
帳
、
予
防
接
種
予

診
票
。

▲公売車両

竹
粉
砕
機
を
無
料
で
貸
し
出
し

し
て
い
ま
す

　
　

一
般
財
団
法
人
安
来
ふ
る

さ
と
公
社 

℡
32-

９
０
４
４

　
竹
林
整
備
や
里
山
保
全
の
た

め
、
自
治
会
な
ど
の
市
内
団
体

を
対
象
に
、
竹
粉
砕
機
を
無
料

で
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す
。
伐

動
物
愛
護
週
間
行
事
「
来
て
、

見
て
、
さ
わ
っ
て
動
物
愛
護
」

　

松
江
保
健
所

　

℡
０
８
５
２-

23-

１
３
１
７

　
９
月
20
日
～
26
日
は
動
物
愛

護
週
間
で
す
。
動
物
と
ふ
れ

あ
っ
て
動
物
愛
護
に
つ
い
て
考

車
両
を
公
売
し
ま
す

　
　

管
財
課

　
　

℡
23-

３
０
３
０

　
次
の
車
両
を
一
般
競
争
入
札

に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

公
売
車
両　
ヤ
ン
マ
ー
バ
ッ
ク

ホ
ー
Ｂ
50
‐
１
（
平
成
３
年
式
、

稼
働
時
間
１
９
３
４
時
間
）

申
込
締
切　
９
月
11
日
㈮

引
渡
場
所　
才
ヶ
峠
処
分
場

入
札
日　
９
月
18
日
㈮

入
札
場
所　
安
来
中
央

保　

健

え
ま
し
ょ
う
。

日
時　
９
月
12
日
㈯
10
時
～
16

時場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

（
松
江
市
東
津
田
町
）

内
容　
▽
犬
猫
ふ
れ
あ
い
コ
ー

ナ
ー　
▽
迷
子
札
作
り　
▽
し

つ
け
相
談
な
ど
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

　

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

日
時　
９
月
16
日
㈬
13
時
15
分

～
13
時
45
分
（
受
付
時
間
）

場
所　

対
象　
平
成
27
年
３
月
生
ま
れ

問

問 申
問

問

申
問

配置場所 ９月18日㈮まで 　　　　　９月24日㈭から

広瀬　

●基盤整備部
（土木建設課、都市計画

課、 国 県 事 業 推 進 室、
建築住宅課）

●教育委員会 　２３－３２８３
・教育総務課 ℡２３－３２３０
・学校教育課 ℡２３－３２５０
・文化課 ℡２３－３２４０
・給食センター開設準備室 ℡２３－３２４４

伯太　

●教育委員会
（教育総務課、学校教育

課、文化課、給食セン
ター開設準備室）

●基盤整備部 　２３－ 3 ３８１
・土木建設課 ℡２３－３３１１
・都市計画課 ℡２３－３３１０
・国県事業推進室 ℡２３－３３２４
・建築住宅課 ℡２３－３３１５

　　　９月に部署移転を行います
　９月24日から広瀬　と伯太　の部署配置が変わります。移転に伴い
電話とＦＡＸの番号が変更となりますのでご注意ください。

庁 庁

庁

庁

管財課 ℡２３-３０３１問

広報やすぎ　2015年９月

庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター
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乳
幼
児
健
診

　

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　
９
月
３
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象　
平
成
27
年
４
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●
９
か
月
児
相
談
会

日
時
・
場
所　
９
月
３
日
㈭
９

時
～
９
時
45
分
、

対
象　
平
成
26
年
11
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
。

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　
９
月
24
日
㈭
９

時
～
９
時
45
分
、

対
象　
平
成
26
年
２
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ

シ
。

●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所　
９
月
24
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象 

平
成
24
年
６
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
歯
ブ
ラ
シ
、
当
日

朝
の
尿
。

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

　
　

子
ど
も
未
来
課

　
　

℡
23-

３
２
２
２

日
時　
９
月
15
日
㈫　
▽
５
～

６
カ
月
児
…
９
時
45
分
～
10
時

▽
７
～
８
カ
月
児
…
13
時
30
分

～
13
時
45
分
（
受
付
時
間
）

場
所　

申
込
期
限　
９
月
11
日
㈮

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」（
４

か
月
児
健
診
時
に
配
布
）、
参

加
費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事

子
育
て
講
演
会
「
子
ど
も
の
言

葉
と
絵
本
～
今
言
葉
が
危
な
い

～
」（
託
児
あ
り
・
要
申
込
）

　
　

子
ど
も
未
来
課

　
　

℡
23-

３
２
２
２

　
子
育
て
に
と
っ
て
言
葉
の
環

境
は
大
変
重
要
で
す
。
今
、
助

詞
を
使
え
な
い
こ
ど
も
が
増
え

て
お
り
、
子
ど
も
の
言
葉
が
危

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
乳
幼
児

期
の
子
を
持
つ
親
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
お
話
し
で
す
。

日
時
・
場
所　
９
月
17
日
㈭
10

時
30
分
～
12
時
、

講
師　
末
宗
辰
彦
氏
（
山
陰
こ

ど
も
の
と
も
社
代
表
）

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

（
要
申
込
・
無
料
）

　
　

つ
ど
い
の
広
場

　
　

℡
23-

７
０
５
０

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
さ
く
ら
組

さ
ん
の
す
て
き
な
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
聴
い
て
、
親
子
で
ホ
ッ
と
ひ

と
息
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
９
月
25
日
㈮
10
時
30
分

～
12
時

場
所　
親
子　
内
つ
ど
い
の
広

場子
育
て
マ
マ
の
歯
科
講
座

（
要
申
込
・
託
児
あ
り
）

　

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

　
女
性
は
ホ
ル
モ
ン
の
変
動
等

に
よ
っ
て
口
に
も
症
状
が
あ
ら

わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ん
検
診
対
象
の
人
は
時
間
内
に

受
診
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で

き
ま
す
）

日
時
・
場
所　
９
月
８
日
㈫
10

時
30
分
～
11
時
30
分
、

　
む
し
歯
予
防
・
歯

周
病
予
防
に
つ
い
て

歯
科
衛
生
士
が
お
話

し
ま
す
。（
子
宮
が

食生活改善推進員養成教室
受講生を募集します

期日・内容　（全５回、②～⑤は調理実習あり）
　①  9月10日㈭　開講式、健康づくりについて、運動の講義と実技
　②  9月24日㈭　年代別の食生活、食品衛生について
　③10月  7日㈬　生活習慣病について	
　④10月22日㈭　口腔ケアとそしゃく、高齢者の状況について
　⑤11月  4日㈬   安来市健康推進会議の活動について、閉講式
時間・場所　10時～15時、
対象　市内在住で修了後に食生活改善推進員として活動できる人
定員　20 名程度
参加費　テキスト代1200円、 調理実習材料費（②～⑤回）各500円
申込方法　電話またはＦＡＸで申込み。
申込締切　8 月 28 日㈮

　　　いきいき健康課　℡２３－３２２０　FAX３２－９２３０

　「養成教室」は、食生活改善推進員として
地域のボランティア活動に参加する際に必要
な、食を通じた健康づくりのための基礎知識
や調理技術を学ぶための講座です。

食生活改善推進員養成教室
受講生を募集します

問

健健伯

健

健

伯

申

申

申
問

問

問

問

交

食生活改善推進員とは ･･･
　健全な食生活を実践できる食育活動に取り組み、食事バ
ランスガイドの普及・地産地消・郷土料理や行事食、食文
化の継承など、健康づくり活動を行っています。

問申

広報やすぎ　2015年９月20
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教
室
・
講
座

が
ん
検
診　

　

い
き
い
き
健
康
課

　

℡
23-

３
２
２
０

場
所
・
日
時　

山
佐　
　
▽
９
月
８
日
㈫
８
時

～
９
時
15
分　

　
　
▽
９
月
８
日
㈫
10
時
～
11

時　
▽
９
月
９
日
㈬
８
時
30
分

～
11
時　

和
鋼
博
物
館　
▽
９
月
10
日
㈭

８
時
30
分
～
11
時　
▽
９
月
15

日
㈫
８
時
30
分
～
11
時　
▽
９

月
27
日
㈰
８
時
30
分
～
11
時

コ
ー
ス　
▽
電
気
設
備
技
術
科

▽
ビ
ル
管
理
技
術
科　
▽
実
践

機
械
加
工
科
（
若
年
者
コ
ー
ス
）

訓
練
期
間　
11
月
５
日
㈭
～
平

成
28
年
５
月
30
日
㈪

募
集
期
間　
９
月
１
日
㈫
～
10

月
７
日
㈬

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
主

催
の
教
室
な
ど

　
　

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン

タ
ー 

℡
23-

１
７
５
０

　
い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

　
ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時　
９
月
７
日
㈪
・
14
日
㈪

10
時
～
12
時

受
講
料　
５
０
０
円
。

そ
の
他　
▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▽
申
込
不
要
。

●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

　

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料　
１
回
３
０
０
０
円
。

そ
の
他　
▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い　
▽
パ
ソ

求
職
者
を
対
象
と
し
た
職
業
訓

練
生
を
募
集
し
ま
す
（
無
料
）

　
　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島
根

℡
０
８
５
２-

31-

２
３
０
９

　
求
職
者
を
対
象
に
、
地
域
企

業
の
人
材
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
職

業
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
就

職
に
必
要
な
実
践
的
技
能
・
知

識
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
11
月
の
募
集
内
容

栄
養
相
談
（
無
料
・
要
予
約
）

　
　

い
き
い
き
健
康
課

　
　

℡
23-

３
２
２
０　

　
食
生
活
や
健
診
結
果
な
ど
に

つ
い
て
、
管
理
栄
養
士
が
専

門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

す
。
市
民
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
ま
す
。

日
時
・
場
所　

▽
９
月
８
日
㈫
９
時
30
分
～
16

時
、 

安
来
中
央

▽
９
月
29
日
㈫
９
時
～
12
時
、

コ
ン
、デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●
パ
ソ
コ
ン
教
室

①
エ
ク
セ
ル
初
級
夜
間
コ
ー
ス

日
時　
９
月
25
日
㈮
～
10
月
13

日
㈫
の
間
の
火
・
金
曜
日
（
６

日
間
）
17
時
30
分
～
19
時
30
分

受
講
料　
５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）。

そ
の
他　
▽一人
で
入
力
で
き
る

人
が
対
象　
▽
定
員
15
人　
▽
要

申
込　
▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
不
要
。

②
ワ
ー
ド
初
級
コ
ー
ス

日
時　
９
月
24
日
㈭・25
日
㈮・

28
日
㈪
・
29
日
㈫
（
４
日
間
）

９
時
30
分
～
12
時
30
分

受
講
料　
５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）。

そ
の
他　
▽
定
員
15
人　
▽
要

申
込　
▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不

要
。
▽
一
人
で
入
力
で
き
る
人

が
対
象
。

③
パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ
講
習

　
職
場
や
趣
味
の
仲
間
等
と
楽

し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

内
容　
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な

ど
の
12
時
間
コ
ー
ス
。

受
講
料　

一
人
５
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

そ
の
他　
日
時
、
人

数
、
講
習
内
容
は
要

相
談　
▽
パ
ソ
コ
ン

の
持
込
不
要
。

交

交安来市　ママフレ　　検索

　子ども未来課
　℡２３－３２２２

　スマートフォンアプ
リ ｢ 子育てタウン ｣ にお
子さんの年齢を登録する
と、お子さんに適した情
報をメールやプッシュ通
知で受け取ることができ
ます。ぜひ活用ください。

育児を応援する行政サービス情報ガイド

子育て支援サイト「ママフレ」を開設しました

　妊娠・出産・子育てなどの行政サービスや、関連施
設、相談窓口などの子育て支援情報を掲載した子育て
支援サイト「ママフレ」（ＷＥＢ版）を開設しました。
　子育て支援に関する情報や各種手続きについて、「届
出」「健康」「学ぶ・出かける」などのカテゴリ別に掲
載しています。また、子育て支援イベントの情報も随
時更新しますので、ご利用ください。

活用ください！子育てアプリ ｢子育てタウン｣

※スマートフォンアプリ
“子育て応援アプリ『子育
て タ ウ ン 』” は App Store

（iPhone 用 ）、Google Play
（Android 用 ） か ら 無 料 で

ダウンロードできます。

問

申
問

問

申

申

問

問

広報やすぎ　2015年９月

庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター
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職
業
訓
練
受
講
生
募
集

（
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
）

　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
来

　
　

℡
22-

２
５
４
５

・
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
　

℡
23-

１
７
５
０

　

再
就
職
に
向
け
て
パ
ソ
コ

ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
の
基
礎
知

識・技
能
を
学
び
、ス
キ
ル
ア
ッ

プ
が
目
標
で
す
。

期
間　
12
月
１
日
㈫
～
平
成
28

年
２
月
26
日
㈮
９
時
30
分
～
16

時
10
分
（
３
カ
月
）

※
原
則
、
土
・
日
・
祝
日
・
年

末
年
始
は
休
み

対
象　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所
長
の

受
講
指
示
ま
た
は
推
薦
が
受
け

ら
れ
る
人
。

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

は
個
人
負
担
）

募
集
期
間　
９
月
15
日
㈫
～
10

イ
ベ
ン
ト

月
23
日
㈮

そ
の
他　
▽
定
員
15
人　
▽
雇

用
保
険
受
給
者
は
基
本
手
当
な

ど
が
支
給　
▽
訓
練
受
講
給
付

金
も
対
応
。

司
法
書
士
に
よ
る
高
齢
者
・
障

が
い
者
の
た
め
の
成
年
後
見
相

談
会
（
無
料
）

　
　

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

℡
０
１
２
０-

１
１
４-

２
３
４

（
平
日
12
時
30
分
～
15
時
30
分
）

　
成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症

や
知
的
障
が
い
な
ど
に
よ
り
判

断
能
力
が
不
十
分
な
人
が
財
産

侵
害
を
受
け
た
り
、
人
間
と
し

て
の
尊
厳
が
損
な
わ
れ
な
い
よ

う
に
、
法
律
面
や
生
活
面
で
保

護
・
支
援
す
る
身
近
な
仕
組
み

で
す
。

　
本
人
、
親
族
、
養
護
者
の
不

安
や
相
談
に
応
え
ま
す
。

日
時　
９
月
19
日
㈯
13
時
～
17

時場
所　
島
根
県
司
法
書
士
会
館

（
松
江
市
南
田
町
）
な
ど

そ
の
他　
予
約
優
先　

心
の
健
康
相
談（

無
料
・
要
申
込
）

　
　

松
江
保
健
所

　

℡
０
８
５
２-

23-

１
３
１
６

・
福
祉
課
℡
23-

３
２
１
６

　
心
の
病
気
や
悩
み
、
飲
酒
問

題
、
も
の
忘
れ
な
ど
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
安
来
会
場

日
時
・
場
所　
９
月
10
日
㈭
13

時
30
分
～
15
時
30
分
、
安
来
中

央※
９
月
８
日
㈫
ま
で
に
予
約

●
松
江
会
場

日
時
・
場
所　
９
月
３
日
㈭
・

16
日
㈬
・
30
日
㈬
13
時
30
分
～

15
時
30
分
、
松
江
保
健
所

※
前
日
ま
で
に
予
約
。

難
病
専
門
相
談(

眼
科)

　
　

松
江
保
健
所

　

℡
０
８
５
２-

23-

１
３
１
５

日
時　
９
月
24
日
㈭
14
時
15
分

～
16
時
15
分

場
所　
安
来
中
央

対
象　
眼
科
疾
患
の
人

※
９
月
14
日
㈪
ま
で
に
要
予
約
。

司
法
書
士
無
料
相
談
会

　

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
１
２
０-

１
１
４-

２
３
４

日
時
・
場
所　
９
月
19
日
㈯
13

時
～
17
時
、
島
根
県
司
法
書
士

会
館
（
松
江
市
南
田
町
）

内
容　
遺
産
相
続
、
不
動
産
の

売
買
、
借
金
・
ロ
ー
ン
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
、
悪
質
商
法
、
会
社
の

登
記
、
裁
判
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
法
律
相
談
・
登
記
相
談
。（
無

料
、
予
約
優
先
、
秘
密
厳
守
）。

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
相
談
時
間
・
お
問
い
合
わ
せ

先
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

生
活
相
談　
▽
９
時
～
16
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会
℡
23-

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
～
12
時
、
市
民
相
談
室

℡
23-

３
０
６
８

行
政
相
談
所　

▽
安
来
・
広

瀬
会
場
…
９
時
～
12
時
、
伯

太
会
場
…
10
時
～
15
時　

▽

▽
人
権
施
策
推
進
課
℡
23-

３
０
９
５

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会

（
要
予
約
）

　
仕
事
に
悩
み
を
抱
え
る
若
者

の
総
合
相
談
窓
口
。

▽
サ
ポ
ス
テ
松
江
℡
０
８
５
２

-

33-

７
７
１
０

縁
結
び
相
談｢

は
ぴ
こ
交
流
サ

ロ
ン｣

※
月
２
回　
▽
10
時
～

12
時　

▽
定
住
企
画
課
℡
23-

３
０
５
９

第
７
回
田
舎
の
お
福
分
け

（
さ
ぎ
の
湯
温
泉
産
直
市
）

　

さ
ぎ
の
湯
温
泉
根
っ
こ
の

会
・
田
辺
℡
28-

６
２
１
１

日
時
・
場
所　
９
月
23
日
㈬
㈷

９
時
～
15
時
、
安
来
節
屋
前

内
容　
特
産
市
、足
湯
（
無
料
）

な
ど
。

そ
の
他　
▽
さ
ぎ
の
湯
温
泉
共

通
無
料
入
浴
券
配
布（
９
時
～・

13
時
～
各
先
着
50
人
）
▽
特
産

品
抽
選
会
あ
り
。

市
民
相
談
室
℡
23-

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所

▽
９
時
30
分
～
12
時

相　

談

講座
 「山中鹿介と
   　毛利家富田在番衆」
　富田城が落城したのちの山中
鹿介と、富田城の在番となった
毛利家の家臣について話します。
講　師　金子義明氏

（安来市立歴史資料館館長） 
日　時　９月６日㈰
　　　　14 時～ 16 時 
場　所　広瀬中央 
その他　申し込み不要
　　　　参加無料

　文化課℡２３－３３１５

月
山
富
田
城
観
光
ガ
イ
ド
養
成
講
座 

交

問

申
問

申
問

交

交

問

問

申
問

申
問
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第
８
回
安
来
楽
蘭
会
品
評
会

　

安
来
楽
蘭
会
・
岩
田

　

℡
23-

１
５
５
４

　

泳
ぐ
宝
石
“
ラ
ン
チ
ュ
ウ
”

の
品
評
会
を
開
催
し
ま
す
。
即

売
会
も
行
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
23
日
㈬
㈷
10
時
～

14
時

場
所　
道
の
駅
あ
ら
エ
ッ
サ

部
門　
当
歳
・
２
歳
・
親
の
部

第
12
回
安
来
市
長
杯
囲
碁
大
会

　

日
本
棋
院
安
来
支
部
・
三
島

℡
０
９
０-

１
９
６
８-

３
２
９
４

日
時
・
場
所　
９
月
６
日
㈰
９

時
30
分
～
、
安
来
中
央

参
加
料　
１
３
０
０
円
（
小
・

中
・
高
生
５
０
０
円
）
※
当
日

会
場
で
受
け
付
け
。

競
技
方
法　
▽
Ａ
級
（
４
段
以

上
）　
▽
Ｂ
級
（
４
段
～
２
段
）

▽
Ｃ
級
（
初
段
以
下
）

※
段
、
級
差
１
目
の
手
合
割
、

コ
ミ
６
目
半
。

※
４
段
は
Ａ
・
Ｂ
選
択
制
。

表
彰　
各
級
の
優
勝
・
準
優
勝

者
に
賞
状
・
盾
・
副
賞
。

　
月
山
の
ふ
も
と
か
ら
山
頂
ま

で
駆
け
上
が
り
ま
す
。

部
門　
一
般・中
学
生・小
学
生

集
合
場
所　

歴
史
資
料
館
前

（
受
付
６
時
30
分
～
）

そ
の
他　
▽
ウ
オ
ー
ク
と
マ
ラ

ソ
ン
参
加
者
に
は
、
猪
汁
と
お

に
ぎ
り
を
進
呈　
▽
無
料
・
要

申
込
（
当
日
参
加
の
場
合
、
猪

汁
と
お
に
ぎ
り
を
提
供
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

●
太
鼓
の
壇
行
事
（
８
時
50
分

頃
～
）
マ
ラ
ソ
ン
表
彰
式
、
剣

舞
、
尼
子
太
鼓
な
ど

●
特
別
企
画　
歴
史
探
訪
～
巌

倉
寺
と
堀
尾
吉
晴
の
墓
を
巡
る

探
訪
～
（
太
鼓
の
壇
行
事
終
了

後
９
時
50
分
頃
か
ら
30
分
程
度
）

対
象
者　
鹿
介
ウ
オ
ー
ク
・
幸

盛
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
で
希
望

さ
れ
る
人
。（
申
込
み
の
時
に
、

歴
史
探
訪
希
望
と
お
伝
え
く
だ

さ
い
）

※
天
候
に
よ
り
内
容
の
変
更
、

中
止
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

幸
盛
祭
参
加
者
募
集　

　
　

幸
盛
祭
実
行
委
員
会
事
務

局
（
広
瀬　

内
）

℡
・

　 

32-

４
１
３
８

　
尼
子
家
再
興
を
目
指
し
た
名

将
山
中
鹿
介
幸
盛
を
し
の
び
開

催
さ
れ
ま
す
。

日
時　
９
月
27
日
㈰
７
時
～

内
容　

●
鹿
介
ウ
オ
ー
ク
（
出
発
７
時
）

　
月
山
の
名
所
を
巡
り
な
が
ら

山
頂
ま
で
登
り
ま
す
。（
約
40
分
）

●
幸
盛
マ
ラ
ソ
ン

（
出
発
７
時
40
分
）

 婚活が10倍楽しくなる！
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　中海・宍道湖・大山圏域＝「雲
うんぱく

伯地方」の独身男女を
対象とした婚活イベント。
日時・場所
●米子　日時　10月11日㈰10時～15時30分
　　　　場所　米子コンベンションセンター
●松江　日時　10月25日㈰10時～15時30分
　　　　場所　松江テルサ
対象　20歳代～40歳代の独身男女（各会場
　　　男女 50名ずつ）
　　　※応募多数の場合は抽選になリます
会費　３５００円（事前振り込みが必要です）
応募方法　はがき・Ｅメール・ＦＡＸで申し
　　　　　込み。記入する内容などは実行
　　　　　委員会のホームページか事務局
　　　　　に問い合わせください。
申込期限　９月15日㈫必着
　　　　　 出会いの場づくり事業実行委員会事務局
　　　　　 （松江市役所定住企業立地推進課内）

  ℡ 0852-55-5215　FAX 0852-55-5920
  Eメール  teijukigyou@city.matsue.lg.jp

日　時　９月６日㈰
　　　　10 時～ 11 時
　　　　（開館９時40分～）
場　所　伯太中央
　　　　（わかさ会館）
その他　参加無料、要申込

　　子ども未来課
　℡２３－３２２２

森田さやか

松江・安来広域連携
ノーマライゼーション普及活動事業

森田さやかのうたうたいコンサート

　森田さやかさんのギターの弾き語りコン
サート。家族といっしょにやさしい童謡の世
界を楽しみましょう。
　障がいのある人もない人も、そのご家族も、
みんなで音楽を通してふれあいましょう。

問申

交

問申

問

問

申
問

交

交

詳しくは、ＱＲ
コードを読み取る
か、直接お問い合
わせください。

広報やすぎ　2015年９月

庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター
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昔さ ぽん
むかし

古紙配合率70％再生紙を使用しています

　菅沢遺跡は、菅原地区の飯梨川沿いの山ぎわの畑地一帯にありま
す。昭和56年に県道安来三次線の拡張工事に伴って実施された発掘
調査では、今から約8000年前の縄文時代早期の遺構とみられる穴や
集石遺構（小石が集積された遺構）などが多数発見されたほか、縄文
時代早期から前期にかけての土器や、矢じり、石刃などの石器が出土し
ています。
　県内では、このように古い遺跡はあまり多くは見
つかっていないため、安来市のみならず山陰の縄文
時代を考える上で大変重要な遺跡です。

やすぎ再発見菅沢遺跡　（広瀬町菅原）

怪
か い

力
り き

・大
お お

前
ま え

五
ご

郎
ろ う

右
え

衛門
も ん

　むかし、菅
すげ

沢
さわ

村
むら

（現
げん

在
ざい

の広
ひろ

瀬
せ

町
ちょう

菅
すが

原
はら

地
ち

区
く

辺
あた

り）に大
おお

前
まえ

五
ご

郎
ろう

右
え

衛門
もん

という、たいそう力
ちから

の強
つよ

い男
おとこ

がいました。

　五
ご

郎
ろう

右
え

衛門
もん

が安
やす

来
ぎ

から塩
しお

五
ご

俵
ひょう

（約
やく

94㌔）を背
せ

負
お

い、家
いえ

に向
む

かっていたときのことです。植
うえ

田
だ

まで来
く

ると、若
わか

者
もの

た

ちが大
おお

きな石
いし

を持
も

ち上
あ

げて力
ちから

試
だめ

しをしていました。石
いし

の重
おも

さは50貫
かん

（約
やく

188㌔）を超
こ

え、多
おお

くの若
わか

者
もの

が挑
ちょう

戦
せん

してい

ましたが、誰
だれ

一
ひ と り

人持
も

ち上
あ

げることはできません。見
み

ていた

五
ご

郎
ろう

右
え

衛門
もん

は思
おも

わず笑
わら

ってしまいました。すると若
わか

者
もの

たち

は「おまえは担
かつ

げるのか、できなければここを通
とお

さないぞ」

と、ケンカをはじめそうな勢
いきお

いで迫
せま

ってきます。困
こま

った五
ご

郎
ろう

右
え

衛門
もん

はしかたなく塩
しお

俵
だわら

を担
かつ

いだまま石
いし

に両
りょう

手
て

をかける

と、「やっ！」と大
おお

声
ごえ

を上
あ

げ、頭
ず

上
じょう

に高
たか

く上
あ

げました。そ

してカッと目
め

を見
み

開
ひら

いて、大
おお

石
いし

を近
ちか

くの沼
ぬま

に投
な

げ込
こ

むと、

ゆうゆうと立
た

ち去
さ

って行
い

きました。若
わか

者
もの

たちは「あれは天
てん

狗
ぐ

ではないか」と、あぜんとして見
み

送
おく

りました。

　ある年
とし

、洪
こう

水
ずい

で植
うえ

田
だ

の堤
てい

防
ぼう

が崩
くず

れたことがありまし

た。水
みず

を止
と

めるには、まず

松
まつ

の木
き

を川
かわ

へ投
な

げ入
い

れて、

堤
つつみ

の土
ど

台
だい

を作
つく

らなくてはな

りませんが、流
なが

れが強
つよ

く作
さ

業
ぎょう

ができずにみんな困
こま

って

いました。すると手
て

伝
つだ

い

に来
き

ていた五
ご

郎
ろう

右
え

衛門
もん

は、

大
お と な

人が５人
にん

で動
うご

かしていた松
まつ

を一
ひ と り

人で持
も

ち上
あ

げると、次
つぎ

々
つぎ

と川
かわ

に投
な

げ込
こ

み、あっという間
ま

に土
ど

台
だい

を作
つく

ったのです。次
つぎ

に古
ふる

い畳
たたみ

や砂
すな

をつめた袋
ふくろ

などで川
かわ

の流
なが

れを変
か

えると、見
み

事
ごと

な手
て

際
ぎわ

で堤
つつみ

を直
なお

し始
はじ

めました。堤
つつみ

はあっという間
ま

に完
かん

成
せい

し、

だれもが五
ご

郎
ろう

右
え

衛門
もん

の働
はたら

きに感
かん

謝
しゃ

したということです。

エッサ

四コママンガ

出土した土器の破片から復元した縄文土器
（安来市立歴史資料館蔵）


